
例報告

れた e

1】 i設:lニ

2圃

The Studv of Soil Basis on Green 

Yutaka SOlVV¥ 

尚 His邸 hi FUJIMURA 

Yoshiyasu SUGIYAMA 

3凶

る 4)，当)

に用し、ら才してきた.

るためと考;えられていたからである

されがらであった.

てくる.

39 

地盤と ヨパJ
R又

もr01. 22， l可O.1， 2004 



相馬・藤村・杉山

表一1有機質資材の炭素率

炭素率 (C/N)

油粕 6 

完熟堆肥 15~20 

クローノ吋髄 z3 

青ライ麦 :Ii 

サトウキヒ粕 m 

梢つら 7<Y寸∞

杉・樽語障佐 88~165 

銅宵 400 

表ー2pF値の限界値

植物における状態 pF値 備考

圃場容水量状態 2. 7 

一気圧状態 成長阻害水分点
3.0 

(水柱1，033皿) 1気圧=logl03=3.0(pF)

初期しおれ点 3.8 約 7気圧

永久しおれ点 4.2 約 15気圧

態窒素はアンモニア化し植物の吸収が可能となる.これ

が窒素の天然供給として植物に利用されている 5)

最近ではこの有機系繊維質にミネラルコンポストを適

宜混入させて，炭素率の高い繊維内でのバクテリアなど

の微生物の活動により緩物に適した土壌基盤が用いられ

てきている.

4.土壌保水力

土壌の中には水分を保持する力があり，毛管孔隙の水

に働く表面張力で水分が減少し，より狭い孔隙に後退す

るにつれ大きくなる.その大きさは気圧で示される.間

場容水量状態の土壊水分には約 0.5気圧，植物がしおれ

はじめるときには(初期しおれ点)約 7気圧，しおれが

回復しないときのつまり植物がもはや吸収できない土壌

水分(永久しおれ点)には約百気圧に相当する負の力

が働く.

土壌水に働く力が強い程，水の自由エネルギーは減少

し植物は吸収しにくくなるのでこの力は土壌水の有効

度の指標 (pF値)になる 7) 表-2は pF値の限界値を

示す.

通常厚層基材は 5気圧程度で吹付けを行うが，高圧作

用により土壌中の気相率が低下する懸念があるので，出

来るだけ土壌の間隙率を高めるほど植物にとって有利に

なる.したがって保水力もこれに影響を受ける. しかし

間隙率を大きくすると土壌は粒子構造のイオン同士の引

き付けカが弱体化し，流亡の恐れがある.

樹皮繊維構造で、は繊維同士の絡み合いによって 5気圧

以下の吹付け圧でも岩盤に密着し，気相率が向上し根へ

の充分な酸素や養分が供給される.

写真一 1 海岸隆起した砂岩・凝灰岩の互層(施工前の

金網設置は右側，金網なしは左側)面積:10m2/ 個所

(5mx2m) 

表-3 吹付け必要資材 (1m2当り)

翻キ名 芳路 単 数 摘

位 量 要

緑化基盤 櫛難勝佐 リトルッ 50 

材

倒樹 倒伎批 リツ 15 トル

目昨十 配合e∞一時長Iω kg 0.1 

柑全土 良質細企士 リトッル 25 

水
リツ 5 トル

種子 パミューダグラス g 10 

クリービシグ‘レッドワェスク g 5 

シロクローノキー g 10 

5.施工

岩盤緑化の事例として杉・槍の樹皮繊維を用いた工法

を示す.現場は第三期層の砂岩・凝灰岩の海岸隆起層を

伴った互層で自然状態では湧水はまったくない， 1 

0.5の切取り斜面である.実験斜面の状況は金網付きお

よび金網なしの2種類を設定した.写真一 1は緑化施工

前である.

樹皮繊維と草種(種子)などの必要資材量を 1m2当た

りに表したものを表-3に示す.資材は混合ミキサーに

て1パッチ (2.5m3)15分債枠混合し， ジェッ トノズル

にて噴射された.写真 2， 3はその状況である.
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斜面緑化における土壌基盤の研究

写真一2 樹皮繊維と種子の携枠混合状況

写真一3 金網へのジェット吹付け(t=50mm)

写真-4 樹皮繊維による吹付け(金網なしt=30mm)

~ 

写真-5 手前は金網使用(t=50mm)，奥は金網なし
(t=30mm) 

写真一 6 平地部での山中式土壌硬度計測定(樹皮繊維

上)

表-4 樹皮と厚層基材の発芽状況

樹皮基材 厚層基材 摘要

吹付け厚さ 30mm 50mm 

草種発芽長 25 ~ 
(14日経過) 45mm 

7~ lOmm 

草種発芽長 120 75 

(45日経過) ~180mm ~IOOmm 

緑化率
100% 55% 面積率の算定

(45日経過)

山中式硬度計

土壌硬度 平均 平均 {吹付け基盤

(45日経過) 12mm 23mm の硬度 40mm

以上)

斜面勾配は 1: 0.5の切土であることから現場では金
網を事前に設置した.しかしながら，樹皮繊維は繊維同

士の絡みあう特牲により流亡の恐れが少ないと考え，金

網設置無しも行なった(を=3仇nm).吹付け前には乾燥状

態の岩盤に充分な散水を施し，接着面をより一層付着し

易くした.

写真一4，5は金網のある・なしの作業写真である.

吹付け後 14日および45日経過した時の樹皮と厚層基
材の発芽状況を表-4および写真一 7，8に示す.

写真一 6は山中式硬度計の測定写真であるが，今回は
斜面上に直角に突き刺して測定を行なっている
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写真一7 吹付け後 14日経過(左の樹皮部分は発芽

あり)

写真一8 吹きつけ後43日経過(左の樹皮部分は完全

に緑化された)

現時点においても草穏の生育実験を継続し観察中であ

る.一年後の緑化斜面生育状況は，写真-9， 10に示

すようにイネ科植物の生育過多による葉茎のオーバーハ

ングにより光合成が妨げられ幼葉の発達不良を起こして

いた.一方厚層基材部位における生育は，よくない状況

であり厳しい自然環境下にある.特に斜面中央付近での

枯渇は甚だしく，吸水力は全く失われていた.一方，樹

皮系土壌基盤はよく繁茂していることがわかる.

写真一9 1年後の緑化部比較(左;樹皮使用，右;在来

厚層基材)

写真一 10 生育阻害の例(葉茎の過成長により生育阻

害が発生)

~ ;. ， 

， 

a 

写実一11 1年輪域き叫す芝ι注龍佐;副司雷謝;右;樹皮
墓姉

写真一9および10は草木の無放置により過成長した
状態のものである.斜面は風当たりが強く，乾燥しやす

い場所である.過剰な成長が起きると下葉部位での光合

成作用が劣化し，草種全体の成長が止まり，根張りが少

なく地下部と地上部のアンバランスになりやすく立ち枯

れの原因になる 8) したがって岩盤緑化においては，病

害虫の予防駆除の観点からも，定期的な草刈を促進させ

健全な繁茂になることが望ましいと考えている.

写真一11は芝種がクリーピング ・レッドフェスクで3

冬草，ほふく茎，草丈1O~30cm，寒さ乾燥に強く，初

期成長が遅い，特徴をもっている.根の侵入長の差がみ

られる.
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